
超速硬化ウレタン防水やプール塗装など

最新・最適な工法を使い、防水塗装のエキスパートが

プールの新築・改修・塗装から

維持メンテナンスまでフルサポート。

防水・下地処理工事のエキスパートが、最新技術をご提案いたします。

プール防水・塗装の
エキスパート



●小学校、中学校のプール　●幼稚園、保育園のプール　●市民プール
●遊園地などのレジャープール　●流水プール　●温水プール

プール防水・塗装種類

プール防水・塗装のエキスパート

プールの環境、建築上の条件、予算や工期に合わせた、多様な防水タイプに対応しています。
プール防水・塗装の工法種類

マルホウの特長●

マルホウのプール防水・塗装

● ご要望をお聞きするとともに、現地調査や検査を行い、
　 現状の下地コンクリート・防水材に応じた下地処理と施工法によるご提案をいたします。
● 防水・塗装に特化した専用機械を使用し、品質の高い仕事で、短工期と長期耐久性を高め、
　 メンテナンスコストを飛躍的に低減させます。
● 使用用途に合う、様々な施工法を行い、圧倒的な耐摩耗性能、長期安定性を実現いたします。
● 既設防水の撤去などの下地処理工事と 防水・塗装工事を同一業者が行う事により高い品質の 防水・塗装を実現いたします。
● 防水施工後もお任せください。長期メンテナンス体制により適正な補修・予防のご提案・施工をいたします。
● 防水・塗装専門業者が直接施工を行うことにより、コスト削減と長期メンテナンスはおまかせください。
● 多くの実績がありますのでご安心してお問い合わせください。
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プール防水・塗装は下地処理と工程管理、最適な防水材の選定が重要な事項です。
下地処理から防水工事を一貫した体制で施工を行い質の高い防水・塗装をご提供いたします。
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ポリウレア
スプレー工法
（ポリウレア樹脂）

超速硬化型
スプレー工法
（ウレタン系） 浸透性

コンクリート改質工法
（モルタルコンクリート系）

FRP
複合防水工法
（FRP系）プールコート

ウレタン工法
（ウレタン系）

FRP
防水工法

改質
アスファルト系防水

（アスファルト系シート・塗膜系）

塩ビシート工法
（シート防水）

プールを長期的に維持するためには、構造物の表層に施工する塗装や防水が重要であり、表面保護工事前に施工する下地処理工事
が非常に重要な要素になります。マルホウは品質の高い商品をお客様へ提供したい。この思いを実現するためにも下地処理の技術と
表面保護の技術を追求し続け、防水施工機械から下地撤去・研磨機械・超高圧洗浄機などの施工機の導入、オリジナルな飛散対策工
法（MRS工法）の開発、非破壊の膜厚測定や吹付機の流量管理などの高い品質体制などを積極的に施工に取り入れています。



プール改修は旧防水塗装層を完全に撤去を行い健全な下地に
防水塗装を施工する事が最大のポイントです。

ターミネーター撤去工法とは、騎乗式撤去マシンを用い、プールなどの硬質ウレタン・FRPなど
各種床材など、従来撤去困難な強固な床材を撤去する方法です。
作業は、機械本体に騎乗して行いますので、騒音、振動などを軽減し、圧倒的なスピードで床材の
撤去作業を行います。その能率は従来機の数倍以上になります。

活躍するマシン

動力

重量

外寸（縦×横×高さ）

備考

アタッチメント

ＬＰＧガス式

1000.0kg～1200.0kg

1651×660×1194mm

騎乗式

各種専用ブレード

ターミネーター
●下地撤去機械 〈イノバテック社製〉
　T-2100PRO

動力

作業巾

外寸（縦×横×高さ）

重量

アタッチメント

400V-63.0A

Φ550.0

1950㎜/ 720㎜/ 1400㎜

575.0kg

スチールショット等

ショットブラスト
●ブラスト機械 〈Blastrac社製〉
　Blastrac-2-20DT

プール防水塗装の撤去工事 ターミネーター撤去工法

プール改修でのターミネーター機での撤去
プールの改修工事では、必ず既設防水を撤去する必要があります。
プールの既設防水層は水が浸入していたり、躯体との接着不良して
いる場合が多く、健全な施工を行うためには、防水層を必ず撤去を
し、研磨機・ショットブラスト機を用い健全な躯体を露出させる必要が
あります。

ショットブラスト機を使用した
下地処理

ウォータージェットを使用した
下地処理

騎乗式床材撤去機は、各種軟質塗膜からFRPなどの強化プラスチッ
ク素材や各種内装床材（Pタイル・長尺シートなど）の床材の撤去を得

意とし、下地処理コスト削
減に努めます。
広範囲な床材を撤去出来
る機械ですが、硬質床材
（エポキシ系塗床材など）
は、撤去出来ませんので、
研磨・切削等にて検討が
必要になります。

ターミネーター機

ショットブラスト機は、数ミリの鉄等の玉を放射し（機械内で）下地素
地に打ち付けることにより、塗膜の剥離やコンクリートの脆弱な部位
を除去します。
プール防水塗装用途での利点は、①凹凸処理を施し、最高の下地素
地が作れること。②約1台で、平均300㎡から500㎡程度の表面処理
作業を行うことができ、下地表面積の増大効果があること。③施工時
の粉塵等ゴミも集塵するので、ブラスト後にそのまま施工が出来るこ
と。などの優れたメリットがあります。

撤去可能用途

防水材 超速硬化ウレタン・ウレタン防水・FRP防水・アスファルト防水・
塩ビシート防水・塗膜防水・シート防水・防水モルタル・防水モルタル

内装床材 
磁器タイル

Pタイル・長尺シート・カーペット・クッションフロアー・ビニル床タイル

テラコッタタイル・セラミックタイル・大理石タイル・各種石材タイル

旧防水層・塗装・コンクリート下地の撤去

弊社では、ターミネーター機10台保有し、各種床材撤去作業を最短
の日数で、お客様のご要望にお答致します。ご質問等あればお気軽に
お問い合わせください。

ウォータージェットとは150MPA程度の超高圧水を利用して下地塗
膜の除去を行います。ショットブラストと同様に脆弱な部分の除去や
立ち上がりの部分の剥離さらに狭小部に有効な施工法です。

一日当たりの施工量

防水モルタル

硬質ウレタン床材

FRP床材

アスファルト防水等床材

長尺シート・Pタイル等の内装床材

100～200㎡

300～500㎡

300～500㎡

300～500㎡

500㎡～1000㎡

施 工 1



下地処理
塗装やコンクリート脆弱素地を完全に研磨除去を行ってから
プール防水塗装を施工いたします。

ダイヤモンドを主に用いた回転式研磨機械を使用しプール素地の下地処理から、エポキシ塗床
の研磨・切削・撤去から各種糊・コンクリートの研磨・切削処理等幅広い床材を処理致します。
作業は、基本的に大型機を用いて行いますので、騒音、振動などを軽減し、圧倒的なスピードで
床材の研磨作業を行います。

活躍するマシン

動力

重量

外寸
（縦×横×高さ）

アタッチメント

電気２2０V

２4０kg　研削幅600㎜

900×600×1500㎜

各種専用ブレード

プレデター
●下地研磨機 〈イノバテック社製〉
　P-2400

仕様形式

全長×全幅×全高（mm）

総重量（Kg）

連続定格出力

電源三相交流

K-30ENV

1200×400×896

102kg　研削幅300㎜

3.7kw×4P（5.0ps）

200V×14Ａ

ライナックス
●下地研磨・切削機械 〈ライナックス社製〉
　K-30EN

プール防水塗装撤去後の研磨工事 プレデター機を使った下地処理

クラックひび割れ処理
既設塗膜を撤去・研磨後に必要な下地処理として、躯体コンクリート
に発生したクラックのUカット補強処理を行う必要があります。建物
構造上に発生する挙動部がクラック（ひび割れ）となり、プール躯体下
地としてこの挙動をプール防水塗装層自体に影響を与えない下地補
強処理が必要になります。

NETIS登録 CB-160018-A
プールの下地処理にも最適な特許取得の下地処理システムです。騎
乗式剥離マシンと大型研磨機を使用した最新の施工法で質の高い下
地処理を提供します。

防水施工前の下地処理 クラック処理 シェーブポリッシュ工法　特許取得

大型研磨機を用いたプールの下地処理工事
プール防水塗装の撤去後は、大型研磨機を用い残存した旧塗膜など
を確実に研磨除去し、コンクリート・金属等下地面の健全層を露出さ
せ、強度のある躯体に直接防水、塗装を施すことが最大のポイントに
なります。プール防水塗装の改修工事で、この工程が一番重要な作
業になりますので、最大限の配慮が必要になります。

クラックシーリング補強クラックUカット施工完了クラックUカット施工

プレデター機は特殊回転方式を用いダイヤ取り付けプレートを4枚合
計12枚のダイヤを保持していますので騒音振動を軽減し、従来機に
比べ作業能率が高く短工期にて床下地処理工事をご提供致します。

プレデター機の施工能力

弊社では、プレデター機10台保有し、各種床材撤去作業を最短の日
数で、お客様のご要望にお答致します。ご質問等あればお気軽にお問
い合わせください。

一日当たりの施工量

ウレタン塗膜の撤去・エポキシ塗膜の撤去・コンクリートの研磨・コ
ンクリート雨打たれ修正・コンクリート脆弱部の除去・エポキシ糊の
除去・ウレタン系糊の撤去・各種プライマーの撤去・FRP材の撤去・
塗床材の撤去・溶融ラインの除去・接着剤の除去・樹脂モルタルの
撤去・コンクリート鏡面研磨・床材の水研・テラゾー磨き、研磨・大
理石の磨き、研磨・各種床材の表面目嵐

撤去可能用途 コンクリート目嵐

コンクリート雨打たれ処理

ウレタン等の防水材

プールコートの除去

エポキシ塗床の撤去

1000㎡～2000㎡

300～500㎡

200～500㎡

300～500㎡

50㎡～300㎡

施 工 2



プール防水塗装のポイントはコンクリートの適切な下地処理、下地水分の確認、
プライマー防水材のオープンタイム（接着可能時間）を管理、施工する事がポイントです。

活躍するマシン

プライマリーヒーター

ホース長さ

最大温度

最大圧力

電源

15.3KW

90ｍ

88℃

24.0Mpa

三相15.3Kw 230V 100A

超速硬化ウレタンマシン
●グラコ リアクターⅡ
　E-XP2

超速硬化ウレタン機械は、駐車場用途だけではなく、屋上防水などの建築分野
から高速道路床・飲料水のタンクライニングなどの土木防水分野など、幅広い分
野で活躍している機械式ウレタン防水システムです。専用機械マシンを用いて
施工を行うため機械メンテナンスやマシンに精通した技術力が必要になります。
屋外での施工はウレタン材の多少の飛散がありますが、マルホウでは飛散対策
MRS工法を開発し、飛散事故を無くしました。

超速硬化ウレタンの施工（防水工事）
超速硬化ウレタン防水施工は、樹脂自体が超速硬化するため、圧
倒的な短工期が実現。機械施工で行うため防水材自体の強度物
性が非常に高く、品質の高い防水工事を行うことが出来ます。そ
の一方、吹き付け施工を行うため、環境や安全に配慮した飛散対
策など、通常の防水施工とは別の技術・対応が必要となります。

プールコートの施工（塗装工事）
耐水性及び耐薬品性に優れたプール専用塗料は学校プール
を始めレジャー用、競技用の大型プールまで需要があり、コン
クリート、鋼板、アルミニウム、ステンレス、FRPなど様々な用途
に対応します。

トップコートを施工します。コースラ
インを引きプール工事完了となり
ます。

プール防水塗装の施工完了

トップコート・
コースライン工事

防水層→防滑層→トップコート施工を行い、プール防水塗装が
完了いたします。長期的に維持するためには、定期的なメンテ
ナンスを行うことによって長期的に防水することができます。

飛散対策工法（MRS工法）で飛散事故ゼロを実現。
防水施工箇所の全面をＭＲＳ
ネットで囲う、独自の飛散対策
工法（MRS工法）を開発。周辺
環境や安全性に配慮した新技
術を開発・採用しています。

MRS
ロープ

MRSロットMRSネット

超速硬化ウレタン吹付けポリウレア吹付けポリウレア吹付け

施工完了

施工完了

プールコート施工プールコート施工

コースライン作業バリ取りトップコート施工

プール防水塗装の施工 超速硬化ウレタン仕様 ポリウレア仕様

防水塗装工事施 工 3



お問い合わせはこちらへどうぞ

主な施行実績

既存下地

㎡数

採用工法

施工内容

金属（ステンレス）

480㎡

プールコート塗装

既設塗装研磨撤去後
プールコートの施工

既存下地

㎡数

採用工法

施工内容

コンクリート

500㎡

FRPライニング

既設塗装研磨撤去後
FRPライニング施工

既存下地

㎡数

採用工法

施工内容

コンクリート

300㎡

ポリウレア防水

既設防水撤去研磨後
ポリウレアの施工

既存下地

㎡数

採用工法

施工内容

コンクリート

500㎡

プールコート施工

既設モルタル5mm除去後
プールコート施工

既存下地

㎡数

採用工法

施工内容

金属（アルミ）　

500㎡

超速効果ウレタン防水

既設塗膜をウォータージェット＋
ショットブラストを使用し撤去
超速硬化ウレタンで施工

既存下地

㎡数

採用工法

施工内容

FRP

100㎡

プールコート塗装

既設塗装研磨撤去後
プールコートの施工

今、塗ってある塗料の上から
塗れますか？

Q 施工完了後
いつから使えますか？

Q防水モルタル仕上げのプール
ですが、撤去は必要ですか？

Q

よくある質
問

既設塗料の上からは塗れませんの
で、塗料を全面除去する必要があ
ります。

防水モルタルは劣化していて強度
はありませんので、撤去する必要
があります。

施工法にもよりますが、通常約1
週間程度の養生期間が必要です。


	pool_pamph
	pool_pamph2
	pool_pamph3
	pool_pamph6

